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大気汚染防止（有機溶剤大気排出量削減）　

　日東電工グループでは、トルエンや酢酸エチル、キシレン、

メチルエチルケトンといった有機溶剤の大気排出量を削減

するために、1970年代から溶剤回収装置や脱臭炉の設置と

いった出口対策を講じてきました。その結果、大気へ排出さ

れる有機溶剤の量は年々減少し、2004年度では日東電工単

体で1,240トンと2005年度の目標値である1,200トン以

下に向けて着実に対策を進めています。また、溶剤使用量原

単位（生産高当たりの溶剤使用量）は1990年度と比較して

51%向上しました。

　しかしながら、有機溶剤の総使用量は約44,000トン（内

12,194トンはリサイクル）と、2003年度より4,000トン

増加しています。今後は、無溶剤型製品の開発を進め、有機

溶剤使用量の抑制に努めます。

目標に向け、有機溶剤大気排出量を
着実に削減しています

　日東電工では、人や環境への負荷を抑制するため、1970年代前半から製造工程に有機溶剤を使用しない
「無溶剤化」の取り組みを進めています。有機溶剤を使用しないエマルション型、UV重合型などの技術を研
究し、無溶剤型製品を新たに開発するほか、既存製品も順次無溶剤粘着剤へ切り替えています。
　日東電工では、2003年4月に有機溶剤を使わない「水分散型粘着剤使用の表面保護フィルム」を発売
し、以降無溶剤粘着剤への切り替えを進め、現在では、無溶剤化の対象となった製品については、すべて切
り替わりました。

表面保護フィルムの一部を無溶剤化しました

TOPICS

　また、有機溶剤を脱臭炉で処理することで、ＣＯ２が排出さ

れています。現在、処理ガスの種類、使用エネルギー等を考

慮し、環境負荷低減を総合的に判断して最も適切な方法を採

用しています。

　海外グループ会社においても、有機溶剤による大気汚染

を防止するため、脱臭炉や溶剤回収装置を導入しています。
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発生量（t/年）

■ 有機溶剤の大気排出量

日東電工単体　　国内グループ会社　　海外グループ会社

■ 2004年度溶剤処理装置導入実績

日東電工豊橋事業所

日東電工滋賀事業所

日東電工（上海松江）有限公司（中国）

台湾日東電工股份有限公司（台湾）�����

有機溶剤の大気への排出
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尾道事業所の脱臭炉

環境保全での取り組み


